
空港関連事業の効果について

根木名川の河川改修により浸水被害を軽減（千葉県）

○根木名川下流域は、水田地帯であり、
以前から洪水被害が多かった。
○空港建設決定にともない、関連施設、
ニュータウン等の開発が必定となり、
流出量の増大が予想された。

空港関連事業により河川改修を実施
昭和４０年代の浸水被害の様子

230

256

210
220
230
240
250
260

降水量（mm）

昭和４６年 平成　８年

1050

760

0

200

400

600

800

1000

1200

浸水面積（ha）

昭
和
４

空港の開港や開発が進んだが、

浸水被害は軽減！
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